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	令和８年度　学校運営について
	暖かい春の陽気が感じられるようになりました。お子様のご入学、ご進級、誠におめでとうございます。学校には子どもたちの元気な声が戻ってまいりました。入学式で１２名のかわいい１年生を迎え、全児童数「９６名」で令和８年度をスタートすることができました。
	　さて、今年度の福小学校運営体制をお知らせいたします。昨年度と同様に、文部科学省や大阪市が進めている「専科制度」を本校は全学年でさらに推進していきます。１・２年生を低学年チーム、３・４年生を中学年チーム、５・６年生を高学年チームとして、各担任だけではなく特別支援学級担任、教務主任、専科担当を含め、それぞれのチームを３～４人の複数人で構成し、「教科担任制」で指導を進めてまいります。  担任以外の複数の教員が子どもたちに関わることで、児童の学習や生活の様子をチームで共有し、多角的に支援することができ、安心した学びに繋げます。また、それぞれの教員の専門性の高い教科指導を行うことで、教育の質の向上を図ることができます。  そして、子どもたちも担任だけでなく、いろいろな先生と関わることができ、困ったときに相談できる環境を広げることができます。 　また、学期制についても昨年度通り、前期（４～９月）・後期（１０～３月）の２学期制といたします。それに伴い、９月末に前期末個人懇談会を実施します。後期末懇談会はありません。個人懇談会は1回となりますが、必要に応じて個別で面談できる機会はいつでも設定します。 　さらに、小規模校の特色を生かし、たてわり班活動を中心に『仲間づくり』をすすめ、自尊感情・自己有用感を高める取り組みを工夫します。子どもたち一人一人をきめ細かく指導し、確かな学力・体力を身に付けることができるよう、教職員が一丸となって全力で子どもたちの指導にあたります。  そのためには学校・家庭・地域が連携して子どもたちを育むことが大切であると思っています。  今後とも本校教育活動に対するご理解と温かいご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。
	（校長　立野岡　克）


